
ははじじめめにに

気熱装置事業部大気環境部の大野です。現在

は東京営業グループに所属し、おもに工場の排

ガスを処理する集塵装置や脱臭装置などの営業

を担当しています。

本日は、私が入社３年目の１９９７年１１月から

２０００年１１月までの３年間を過ごしたタイを中心

とした東南アジアでの経験を踏まえて、

ASEAN（東南アジア諸国連合）及び日本をと

りまく環境について、普段みなさんが新聞やニ

ュースで知る情報とは少し違った視点でご紹介

したいと思います。

今日私がお話しする内容は、おそらくすぐに

はみなさんの仕事と関係がないと思います。し

かし、現在日本では「グローバリゼーション」

や「産業の空洞化」への対応が求められている

ことから、日本国内を見ているだけでは不十分

であり、少なくとも中国や韓国にあわせて東南

アジアも含めた周辺地域の情勢に注意していな

いと取り残されてしまうような状況に来ていま

す。

実際に私たちのユーザーもどんどん国外へ工

場を移転しており、ユーザーの要求があればい

つでも行動を起こせるようにしておく必要があ

ると思います。

このような観点から社外、しかも海外に赴任

して初めて実感したことなど、日本をとりまく

関係について少しお話ししますので、頭の片隅

にでも留めてもらえればと思います。

「「海海外外赴赴任任」」そそししてて「「結結婚婚」」

入社３年目に入って数ヶ月がたったある日、

上司の室長から「大野、タイへ３年間赴任する

話があるがどう思うか？」との打診がありまし

た。もともと海外に対して興味はありましたの

で内容を聞くのもそこそこに「行きます！」と

即答したところ、「ご両親とよく相談してから

で良いので後日改めて返事をくれ」と勇み足を

たしなめられてしまいました。上司のアドバイ

スに従い一応は両親にも相談しましたがもちろ
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ん決意は変わることなく、赴任の話が進むこと

になりました。

ちょうどその頃取り組んでいた、海外のFS

（Feasibility study：プロジェクトの実現可能

性などについての調査）業務が終了し、所属し

ていた海外室が解散し、タイに赴任するまでの

間はどこに移ろうにも中途半端になってしまう

ので、管理室で事業部の主力製品である工業用

冷却塔の納入実績などのデータ整理を行いなが

ら、週に２回ほど夜はタイ語の学校へ通う生活

を３ヶ月ほど続けました。

現地での仕事でまず必要となる英語は、なん

とか気合で乗り切れるだろうという思いはあっ

たのですが、３年間もタイで生活するのですか

らタイ語ができないと私生活に支障がでると上

司からもアドバイスを受け短期間ながら必死で

勉強しました。

タイでの具体的な業務の内容については、話

が進むにつれて最初に聞いていた話よりどんど

んとハードな実態が浮き彫りになり、後で詳し

くお話ししますが本当にタフな仕事でした。

赴任の話とは別に、たまたま私生活では結婚

を考えていたので、タイへ赴任する話と結婚の

話が同時に進み、結局のところ最初の６ヶ月は

単身赴任でその後はバンコクで新婚生活をおく

ることになりました。

タイではバンコク市内に部屋を借りて生活を

していましたが、はじめは周囲に知り合いがい

るわけでもなく妻は寂しい思いをしていたよう

です。

私は毎日が初めてのことの連続で無我夢中で

仕事をこなしており、時にはASEAN各国を飛

び回る日々だったので、妻は一日中他人と話す

ことがないこともあり、日本への国際電話や里

帰りなどでガス抜きをするようにしていまし

た。ですからお互いが相手のことを思いやり、

コミュニケーションをとることができるよう気

をつけていました。あまり口に出しては言って

ませんが、一緒にタイまでついて来てくれた妻

には本当に感謝しています。

「「アアジジアア通通貨貨危危機機」」直直後後、、
「「改改革革」」のの中中ででのの業業務務

さて、仕事の内容は、タイのチュラロンコー

ン大学の外国人研究員という労働許可証を取得

し、日本とASEANとの経済・産業協力につい

て、「日本人」として、また「ASEAN住民」と

しての両方の立場からお互いの利害を理解し、

橋渡しをするという国際協力の仕事でした。

この時、実際に現地に住み、日本から離れた

第三者として見ることにより、お互いの利害を

理解し、橋渡しに少しは貢献できたと思います。

ASEANへは日系企業をはじめ数々の資本が

入り、産業育成が行われていますので「日本－

ASEAN共存をどう進めていくか」、「具体的な

アクションをどうするか」ということについて

対話が行われています。主な役割は日本の観点、

ASEANの観点の双方を理解し、お互いが納得

のいく形で共同作業を行っていく組織運営への

協力でした。妻と休暇で訪れたクラビ（タイ）のビーチ
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ちょうど赴任した当時はアジア通貨危機の直

後で改革の時期でもあり仕事としては充実して

いました。２１世紀がアジア太平洋の時代と言わ

れた中で、急成長してきたASEANは９７年７月

にそれまでのタイ、インドネシア、マレーシア、

フィリピン、シンガポール、ブルネイ、ベトナ

ムの７カ国からラオス、ミャンマーの加盟によ

り９カ国へと拡大し、２００３年にはアセアン自由

貿易地帯（AFTA）を運営し、東南アジア全

域を包括する統合市場地域へと順調に大きく踏

み出す予定でした。人口約５億人のASEANは

１２億人の中国の国内総生産に匹敵する経済力と

購買力を備えた一大地域共同体に発展しつつあ

りましたが、その成長力と増大する魅力的な資

金力が通貨投機筋の格好のターゲットとなり、

９７年７月２日にタイ通貨のバーツが暴落したこ

とに端を発して、フィリピン、マレーシア、イ

ンドネシア、シンガポールへと通貨危機が広が

りました。私が赴任したのはASEAN通貨危機

の真っ最中であり、まさに戦国時代であればこ

その経済の動きがあり、積極的な施策が数多く

行われており、たいへん学ぶべきことが多かっ

たと感じています。

アアセセアアンン（（AASSEEAANN））ととはは

ここで、ちょっとASEANについておさらい

をしておきたいと思います。

まず、私が小学校で教えてもらった時にはま

だ加盟国は６カ国にすぎませんでした。現在の

「ASEAN１０」を実現すべく各国が共通行動を

とってきたわけですが、９５年ベトナム、９７年ラ

オス、ミャンマー、９９年カンボジアが加盟し念

願の１０カ国体制となりました。

もともとは、１９６７年８月にバンコクで開催さ

れた東南アジア５カ国外相会議により採択され

ASEANが設立されました。設立の目的として、

①域内における経済成長、社会・文化的発展の

促進、②地域における政治・経済的安定の確保、

③域内諸問題の解決を掲げていました。

ASEANはもともとは５カ国が１つにまとま
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って対外的な発言力を持つということが一番大

きな目的でした。もちろん域内の紛争解決、な

いしその抑止といった要素もありますが、一番

大きな思惑としては対外的な発言力の強化でし

た。ですからこれはEUのような非常に強固な

組織をつくろうという話ではなくて、

「ASEAN」という１０カ国で、世界の主要国と

対等の話し合いが出来るようになることを目指

して行こうというものでした。例えばブルネイ

なら３０数万人、ラオスなら４５０万人程度の人口

であり、日本と比較すると地方自治体と同じ規

模であることからも団結の重要さが理解できま

す。

ただ逆に、日本というひとつの国でさえ、高

度成長期には一致団結して国力アップを図って

これたのが、ある程度モノが溢れている現代で

は何のために行動をするのか国民の共通認識が

統一できず、国家としての求心力の低下が経済

の低下にもつながっていると考えられます。ま

して、ASEANは共同行動を取るべく固まった

集団であるものの、各国の思惑には大きな差が

あることから、所詮別々の国であり加盟国１０カ

国に利益となる方策がなかなか見当たらないの

が現状です。また、今まではインドネシアが名

実共にリーダーシップを発揮していましたが、

国内政治、経済の混迷から「次を担う人がいな

い」という切実な問題を抱えているようです。

AASSEEAANNのの経経済済規規模模

９７年のアジア通貨危機までは右肩上がりの経

済成長を遂げ、誰も成長を疑わなかった時代に

は特別な結束も必要なく、基本的には内政不干

渉で進んでいました。しかし、９７年の通貨危機、

中国の台頭及びCLMV（カンボジア、ラオス、

ミャンマー、ベトナム）の加盟による経済格差

をはじめ様々な問題点も噴出し、より一層の団

結力が必要となってきました。そこで通貨危機

からの早期脱却、経済格差是正を「域外」との
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協力に求めました。

しかしながら、現実にはまさに危機に対応で

きるようなものにはなっていませんでした。各

国はそれぞれ自分のことが頭にあってグループ

としての行動はとれなかったということと、さ

らに大きな問題は、その危機を通じて各国の国

内政治が非常に不安定になってしまい、結束な

どを考えている暇がないぐらい自国のことだけ

で手がいっぱいになっていました。

このような各国それぞれの問題は時とともに

徐々に改善が見られていることから、今回のよ

うな地域全体にまたがる危機をどのようにして

乗り越え、ひとつの結束した声を持てるように

していくかということが現在のASEANの課題

です。日本のみならず、２国、３国に援助を求

める方策が必要であり、企業進出に際しても、

その企業の利益だけではなく、いかに現地へも

還元していくかを考えていく必要があります。

カカンンボボジジアア、、ララオオスス、、ミミャャンンママーー、、
ベベトトナナムム（（CCLLMMVV））訪訪問問

このように、国内で従事してきた仕事とは全

く関係のない仕事でもあり慣れるまで本当に大

変でした。仕事の内容を理解することは当然で

すが、それぞれの国の歴史や文化、経済状況な

どの背景を理解していないと話題も続きませ

ん。

そのような意味で、赴任後初めての仕事が非

常に大きな意味を持ちました。赴任直後に前任

者との引き継ぎを兼ねカンボジア、ラオス、ミ

ャンマー、ベトナムへの視察ミッションへ同行

しました。２週間かけて４カ国を訪問するので

すが、ご存じのとおり暑いし、水、食べ物は違

うし、話の中身もわからないし、というわけで

ここでゲッソリ痩せました。ASEAN５の国か

ら各２名ほどが参加し、タイで集合してからミ

ャンマーへと出発したのですが、そのときに同

行して色々と業務を引き継ぐはずの前任者が、

他の国の方のVISAの関係で１日遅れて来るこ

とになったり、当日になって訪問スケジュール

が変わったりとハプニングの連続でした。本当

に苦しい日々でしたが、後から考えると最も精

神的にしんどかった体験を一番はじめの業務で

なんとかやり遂げ、これ以上の苦労は無いと考

えることができ、後々の生活にも気持ちにゆと
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りができた気がします。

今今ももななおお大大ききいい日日本本ととののギギャャッッププ

日本に居ると東南アジアのイメージは決して

良いものではないと思います。カンボジアのポ

ルポト派による大量虐殺や地雷被害、インドネ

シア東ティモールの独立紛争、フィリピンのイ

スラム系テロなどマイナスイメージの映像、報

道が多いのも一つの要因だと思います。最近、

タイやベトナムなどの食べ物、雑貨などを紹介

する番組が放映されますが、面白おかしく脚色

されている部分が多く、少しがっかりさせられ

ます。何度か訪問しその国の文化に直接触れた

人の持つイメージと、一度も訪れたことがなく

マスコミの情報しか持っていない人の持つイメ

ージとが極端に違う国が多いと思います。特に

ミャンマーなどはアウンサン・スー・チー女史

の軟禁などしか日本では報道されていません

が、ミャンマーほど東南アジアで日本親派の国

も珍しく、すごく温かな歓迎を受けます。

また、日本人が思っている以上に太平洋戦争

の影響は尾を引いています。あくまでも体制論

ですが、日本経済はアジアでは無視できないほ

ど大きくて強くなっているために、表向きは友

好的でもそれが真意かどうかは不確かなところ

です。

日本からは４０～５０億ドルもの資金がODAと

いう形で東南アジアや中国に使われています

が、やはり日本の援助の仕方にも問題がありそ

うです。「もらって当たり前」、「日本はカネを

出して当たり前」という意識が非常に根強く、

これは日本の戦争責任に付随していて、ひどい

ことを過去にしたのだから罪滅ぼしでありカネ

を出すのは当たり前という認識がベースにある

ようです。

また、このような見方とは別に個人としての

親日派とアンチ日本派もいます。アンチ日本派

の方の中には徹底して友好的な振る舞いをしな

い方もおられました。背景は詳しくわかりませ

んが、日本によっぽど辛い思いをさせられたの

でしょう。日本では多くの人にとって過去のも

のとなった戦争も、東南アジア、中国、韓国で

はまだまだ日本のしたことを許すことができな

い人が多数いるということを私たちも理解する

必要があります。

企業においても同じようなことがあり、社内

にいると当たり前になっていることでも他では

違うこともたくさんあります。現在不祥事を起

こしている食品会社などはまさにその例であ

り、社内だけではなく社外の情報収集や交流は、

色々な意見や考え方を聞くことができて非常に

プラスになると思います。ここに参加の新人の

みなさんも学生時代の交流や自分の住んでいる

地域での交流などを大切にして、あわせて積極

的に交流の場を広げていくよう努力をしてもら

いたいと思います。

多多くくのの可可能能性性がが潜潜むむ「「中中国国のの台台頭頭」」

次にASEANにとっては非常に脅威ですが、

日本に多くの可能性をもたらすであろう中国の

視察ミッションで訪れた
シュエダゴンパゴダ（ミャンマー）
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台頭についてお話しします。多くの日本企業は

中国を潜在的に有望なマーケットとして、かつ

投資先として見ています。しかし、中国からの

輸入の増加は、企業の倒産や失業の増大など、

国内産業の調整圧力を強めることになり、こう

した状況が国内産業の「空洞化」の懸念を増幅

させ、中国と日本の貿易摩擦をエスカレートさ

せています。しかしながら、日本の衰退産業は

政府がいくら保護しても競争力を取り戻す可能

性は少なく、日本は市場経済の原則に従った国

際分業を促進しなくては生き残れない状況で

す。厳しい見方かも知れませんが、労働集約産

業については中国に移転させることにより、日

本の生産者と消費者は生産と輸入のコストを削

減することができると言えます。

中国のWTO加盟は、ASEANの国々にとっ

て大きな脅威であり、かつチャンスでもあるわ

けです。なぜなら、人件費やエネルギーコスト

が低く、安価な製品の生産が可能であるという

一方で、中国が巨大な国内市場を持っており、

巨大な潜在需要が見込まれるためです。中国が

グローバル市場に入るということでは、新しい

商品やサービスの供給元にもなるわけですが、

需要もそこから生まれてくるわけです。その中

でASEANはFTA（自由貿易協定 Free Tread

Agreement）により恩恵を享受することがで

きると考えられています。FTAによって

ASEANの貿易は５０％伸びるということが推定

されていますが、中国が発展を進めていくと

ASEANに対しその波及効果が生まれると考え

られます。中国において、２０１０年までに４億人

の中流階級が生まれることで、ここで需要が創

出され、また中国の産業にとって、自国の産業

を補完するための投資先としてASEANがある

ということになります。それから、中国との競

争によりASEANが競争力をさらに高めること

ができるでしょうし、付加価値製品に特化する

ことになっていくということが予想され、これ

により自然淘汰が進み中国とどう棲み分けをす

るのか具体的アクションを早く起こすことが

ASEANの課題となります。

日日本本ををととりりままくく新新たたなな環環境境

今後、ASEAN、日本、中国、韓国（ASEAN

＋３）で取り組んでいく自由貿易協定が進めば、

関税がほぼ撤廃されヒトとモノが自由に行き来

することになります。今後、まさにASEAN＋

３という地域の経済面での協力を通じアジア地

域が１つになることが、世界に対して大きな経

済的貢献を行い存在意義を持つことにつながる

と思います。ひとつの国ではなく地域として集

まり協力していくという流れは既に世界中でも
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始まっており、アメリカにおけるNAFTA（北

米自由貿易協定）、さらに南北アメリカのメル

コスール（南米共同市場）、ヨーロッパではEU

（欧州連合）があります。

こうしたことから、将来的にはASEANと一

部具体的に話を進めているオーストラリア、ニ

ュージーランド、更にはインドも入るかもしれ

ませんが、とりあえず東アジアを中心としたグ

ループというのが非常に必要であると思いま

す。これは何も「リージョナリズム」（地域主

義：主にこれまでの世界一体型を目指すグロー

バリズムに対して、特定地域内での結びつきを

強め、その中での利益を図る傾向のこと）を促

進しようというものではなくて全世界的な中で

の「サブリージョンの動き」（国を越えた地域

の経済圏をつくろうとする動き）として、あち

こちにあるグループのひとつが東アジアにも必

要になってくるはずであるということです。

したがって、ASEANとしてひとつの声を持

ちながら、中国、韓国と、あるいは日本とも関

係を築いていくということが重要であると思い

ます。ASEANはこれまでのASEAN域内での

取引きに加え、FTA構想を盛り込み、よりグ

ローバルに対応しようとしています。マレーシ

アのマハティール首相はASEAN＋３の事務局

をクアラルンプールに設置することを提案中で

あり、仮に事務所設置が決まれば中心地となり

大いにイニシアチブを発揮できるはずです。現

在は日本、中国、韓国をはじめ、特に反対して

いる国はありませんが、犬猿の仲のシンガポー

ルだけはASEANのハブ都市を目指しているだ

けに反対しそうですね。

東東アアジジアア自自由由ビビジジネネスス圏圏構構想想

１９９０年、マレーシアのマハティール首相がい

わゆるEAEG（東アジア経済グループ）という

概念を提案したところ、アメリカが大反対をし

たということがありました。また、９７年の金融

危機の後には日本側にいわゆるIMFのアジア版

となるAMF（アジア通貨基金）をつくろうと

いう提案もありました。しかしそのような流れ

とは別に、ASEAN＋３、東アジアの協力体制は、

もう既に現実のものとなりつつあります。

２００１年１１月にASEANの首脳会議が行われた

ときに、中国は「１０年以内にASEANと自由貿

易協定（FTA）を結ぶ」ことで合意済みであ

り、試算では２０１０年を目処とされています。し

かしながら、ASEANは中国といわば競合する

立場にあり、ASEAN経済への恩恵はささやか

なものにとどまると思われます。というのも、

中国はどんなものでもより安く、より高い品質

で製品を作ることができる力を持っており、し

かも、工業コスト、産業コストが低いというこ

とはASEANにとって大きな挑戦課題というこ

とになるでしょう。このことから今後も東南ア

ジアの景気回復については厳しい状況が続くと

予想されます。

こうした中、ASEAN、日、中、韓でFTAを

研究することが決定し、現在、経済産業省を中

心に進められています。日本と中国と韓国を合

わせた経済力はASEAN全部を合わせた経済力

の５倍にもなりますが、中国と日本のどちらが

主導権を握るのか、中国は日本が主導権を握る

ことを許さないし、日本も中国が主導権を取る

のは嫌でしょう。これは韓国にも同じことが言

えると思います。

ASEAN＋３が現実味を帯びてきていること

のひとつは、９７年の経済危機、そして同時多発

テロの影響で、ASEANがさらに競争力を失っ

てきているということにありますが、それに加

えて、いわゆる金融、財政面でのアレンジメン

トいわゆる通貨スワップの制度を確立したとい

うことです。「通貨の面で攻撃を受けた国があ

ればより財力のある国の助けを受けられる」と

いう制度ができたということです。

ですから、ASEAN＋３が本当にこの地域の

代表として世界経済に対する発言力となること

が期待されています。しかし、組織として十分

東南アジアから見た日本、社外から見たパンテツク
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成り立っておらず、未だ発展段階にあり、この

地域は多種多様な国々から成っていることか

ら、ASEAN＋３合わせて１３カ国は、何らかの

共同体としての意識を育てていく必要がありま

す。危機が起こったときには、より実際的にお

互いの存在を必要とするようになるでしょう。

ASEANというのは政治的ユニオンではなく

てアソシエーションであり、EUとは違い共通

の経済政策というのは持っていません。したが

って、迅速な対応をするということが必ずしも

可能ではないのですが二国間レベルや地域レベ

ルで危機の影響を緩和する努力はしてきまし

た。二国間レベルでは、メンバー諸国はお互い

にサポートしあい、そしてまた、財政刺激策を

とっているところもあります。そして、地域レ

ベルではASEANはより迅速な市場の統合に委

ねており、そして競争力を高めて、グローバル

化された経済に対応していこうとしており、ま

た、新メンバーの格差も縮めようと努力をして

います。

特に経済分野においての協力を進めていくこ

とが期待されており、地域の競争力調査が行わ

れ、それによって、このグループの競争力に関

して新しい視点が得られると考えられていま

す。また、特定の業界、産業集積により、ASEAN

が国際的に競争力のある地域として世界にアピ

ールできるようになると思います。

おおわわりりにに

多くの日本の企業は、今後安いコストを目指

して海外へ出るのか、日本国内で高付加価値を

つけて勝負するのか、またマーケットをどこに

するのか、海外進出の岐路にたっています。供

給過剰とデフレ現象がある中で、今、どのよう

に産業を再構築し、すみ分けるかということが

日本の課題であると思います。物価が高くなり

すぎた日本、給料が高くなりすぎた日本人が国

際社会でどういう役割を担っていくのか。私た

ち一人ひとりが考える問題であり、社内からだ

けでなく、社外との交流も深め自分の置かれて

いる状況を客観的に把握できるように心がけて

いく必要があると思います。

タイでの３年間は、普通のサラリーマンでは

経験できないような貴重な体験の連続でした。

これも目の前にあるチャンスを逃すことなく飛

び込んだ結果だと思っています。新入社員のみ

なさんにも、今後、様々なチャンスが訪れてく

るはずです。チャンスがあれば積極的に手を挙

げチャレンジすることが自分を飛躍させると信

じて、全力で頑張ってください。

本日は長時間ありがとうございました。

以 上

（文責：岩本益幸）

Ⅱ．講演要録

アンコールワット（カンボジア）で同行した
視察ミッションのメンバー
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